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研究成果の概要（和文）：経済発展とともに，廃棄の構造も変わりうる．本研究は，新興国・途上国の現状を視
野に入れつつ，先進国の廃棄構造の発展経路の比較により，その規則性を検討するものである．初期の段階で
は，新品の過当販売競争が進む中で，リユース，リサイクル市場のルールの未整備により，混乱が起こりうる．
その後，品質保証や査定基準の設定などの市場の健全化の方向に修正される．また，廃棄の増大とともにリユー
ス市場の空間的拡大がなされるが，人口の多い都市部および近郊への移動が多く，再生資源や廃棄物とは異なる
移動であることを指摘できる．

研究成果の概要（英文）：The structure of waste producing society can change with economic 
development. This study discussed the development path of waste producing society by comparing the 
market structures in developed and developing countries. In an early stage, undeveloped market rules
 may lead to the unfair trade of used products and secondary materials. After that, the society can 
be improved by establishing market rules like quality certification system. In addition, the reuse 
market can be spatially expanded with the increase of used products, which are mostly traded in the 
populated urban areas unlike secondary materials and waste.

研究分野：環境経済学

キーワード： 廃棄　リユース　リサイクル　自動車
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，経済発展とともに廃棄が増大する中，新興国・途上国が先進国の辿った道を歩むかどうかを探求する
ものである．そこには市場ルールの未整備，不十分な産業育成などの課題が示されるが，それらの明示化によ
り，新興国・途上国の問題への対応，先進国の支援の方向性に示唆を与えることができる（社会的意義）．ま
た，大量廃棄はかねてから問題視されたが，それがどのように形成され，修正されたかは十分に整理されておら
ず，動態的な視点を持った新たな大量廃棄の議論に繋げることができる（学術的意義）．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本では 1950 年代に既に中古車の過剰在庫が社会問題になり，新車販売促進の観点から，

1960年前半に販売業者主導の中古車の早期スクラップ化および輸出が議論されていた．つまり，
新車販売のために廃棄を促進させるとともにリユース市場の拡大を阻止する動きがあった．ま
た，1970年代前半に環境問題の観点から使用済自動車の処理が社会問題になり，大量廃棄構造
を見直す流れにあったが，その後の 20年間で使用済自動車の廃棄は 5倍に膨れ上がった．豊島
事件等の産業廃棄物の大規模不法投棄事件が社会問題になったのはそれ以降である．本研究で
はこれらを受け，廃棄構造の変化をもたらす要素は何か，新興国・途上国も同じような経路を辿
るのか（廃棄構造の発展経路の法則性），他の先進国ではどうだったのか（日本の廃棄構造の特
異性）という問題意識を持つ．廃棄構造は，発生・排出，リユース，リサイクル，廃棄物処理の
各構造に関わる制度や慣行が影響し，時代，国・地域，物品による違いが生じうる．廃棄構造の
発展経路の法則性，特異性を捉えるうえで，これらを時系列的に整理し，国際比較，物品比較に
より，国・地域，物品における違いを動態的に捉える． 
 
２．研究の目的 
本研究は，新興国・途上国の現状を視野に入れつつ，物品比較，国際比較により廃棄構造の発
展経路の法則性と日本の特異性を明らかにし，これを学術的に位置づけることを目的とする．研
究蓄積の少ないリユース市場に重点を置き，これと密接に関係するリサイクル・廃棄物処理市場
を含めた市場全体の構造を動態的に捉える． 
 
３．研究の方法 
まず，廃棄量（抹消登録台数），中古品取引量，使用済み品取引量等の静脈市場に関わる数量
を時系列的に示し，廃棄構造の発展経路を定量的に示す．次に，静脈市場の産業・流通構造に関
する各種記録を時系列的に繋ぎ，それらの発展経路を段階別に示していく．さらに，既存の大量
廃棄社会論等で言及される論点を整理しつつ，本研究の位置づけ，意義を議論する．国際比較に
おいては，リユース市場が比較的発達しているアメリカと発展段階にある中国を対象とする．研
究蓄積がある自動車のリサイクル市場をベースとして，リユース市場（中古車市場）や他の物品
の各市場へ作業を拡張する．  
 
４．研究成果 
(1)定量的成果 
2017 年度は，自動車を中心とした廃棄構造の発展経路を定量的に示すため，日本，アメリカ
および東南アジア諸国の自動車保有台数や販売台数データより，抹消登録台数を算出し，その推
移を示した．そして，それらを比較し，東南アジア各国がどの段階に位置しているかを特定した．
また，二輪車や貨物車など車種別に抹消登録台数を示すことで，その発展経路に違いがあること
を示した．加えて，これら車種別の近年の抹消登録台数における中古車輸出の割合を示し，これ
まで認識されていた数値との違いを示した． 
2018 年度は，首都圏を事例に都県別の抹消登録台数（廃車台数）の時系列的な算出を試みた．
算出に用いるデータによって車種の範囲が異なり，地域別の抹消登録台数の算出は難易度が高
いことなどの課題が提示された．また，都県別の関連データが揃うのは最も古くて 1983 年であ
り，使用済自動車の発生のタイミングの地域差を明確に示すには十分ではないこともわかった．
その他として，ハイブリッド車等次世代車の中古車輸出やリサイクルの動きは既存のものとは
異なるかどうかをデータにより整理した． 
2019 年度は，まず，日本の県境を越えた中古車流出入台数の時系列的な変化について，1980
年代から 2000 年代前半にかけて中古車の域外流出台数の合計が 2倍程度に拡大していることを
示した．東京都からの流出先は首都圏内の割合が高いが，近年，その割合は縮小しており，首都
圏外への流出が増えていることもわかった．また，首都圏を対象として，保有台数等により圏内
各都県の抹消登録台数を算出した．東京都はその域内（都内）で使用済みとなる割合が少ないが，
範囲を首都圏に広げると 78%がその域内で使用済みとなっていることなどがわかった．それらか
ら，使用済みの範囲は広くはなく，廃棄物の広域移動との構造的な違いがあることが示された．
これらのほか，アフリカ向けの中古車輸出市場が拡大していることや，欧米からアフリカへの輸
出市場との棲み分け，日本の 2 輪車と 4 輪車のリサイクル市場の発展経路の違いと関係性など
を明らかにした． 
2020 年度は，東南アジアなどの新興国で経済成長とともにそれが 4 輪車に置き換わる可能性
を想定し，日本，台湾，マレーシアの 4輪車および 2輪車の保有台数，新車販売台数を比較し，
モータリゼーションの発展形を確認した．この結果，日本が早々に 2輪車に比べて 4輪車が上回
り，その差を広げたのに対し，台湾は 2輪車が優位である状況は変わらず，日本と台湾は発展形
が異なることがわかった．また，マレーシアはその中間に位置し，2輪車と 4輪車が同時に発展
しており，必ずしも日本のように 2 輪車が 4 輪車に置き換わるという単純な構造ではないこと



が示された． 
 
(2)定性的成果 
2017 年度は日本やアメリカの静脈市場の発展経路について自動車を中心に定性的に整理した．
日本の自動車リサイクル市場に関してはこれまでの研究蓄積があり，その再整理を中心に行っ
た．アメリカは先行研究サーベイ，資料・記事整理を中心に行った．この結果，日本とアメリカ
では時期は異なるものの，形成段階，発展段階の産業の変化やメーカー，ディーラーの関与など
全く同じような発展経路を辿っていることがわかった．一方で環境政策や資源政策などは大き
なタイムラグがないこともわかった．二輪車については日本の歴史からその市場の拡大，縮小が
四輪車市場よりも早かったことがわかった．現地調査ではアメリカの静脈市場においては現地
調査を行い，中古車販売店，自動車リサイクル企業を訪問し，日本との違いに焦点を当てつつ，
市場構造について聞き取り調査を行った．また，関連業界の国際会議に出席し，関係者と意見交
換を行った． 
2018 年度は中古車市場の発展に重点を置いた．1960 年代を中心とした日本の中古車市場の発
展経路については，既存の資料，記事等から整理をした．その結果，下取り競争により新車販売
会社の経営がひっ迫し，1960 年代半ばにその是正の方向に動いたこと，生産者など動脈産業が
中古車を商品として認識し，中古車市場の健全化に動いたことなどがわかった．また，中古車登
録台数等の統計整理を行い，その課題を提示しつつ，中古車市場が新車市場を上回る時期を特定
した．現地調査については，中国の自動車リサイクル市場，中古車市場について，先行研究を整
理しつつ，日本の発展経路を踏まえ，中国の現状はどこに位置づけられるかを聞き取り調査によ
り確認した．他の新興国・途上国についても二輪車から四輪車への転換が日本とは異なることを
問題意識とし，その資料を整理した．さらにカーシェア市場により保有構造が変わるかどうか，
を文献により整理した． 
2019 年度は，リユース取引市場としての自動車オークションの形成と発展を整理した．下取
り車が増大する中でリユース市場の量的拡大を整備する必要があり，自動車メーカーやディー
ラー主導で自動車オークションが形成されたことなどを示した．現地調査では，中国において中
古車，中古品の域外の流出状況を確認し，関係者との意見交換により，その範囲の分析を課題と
した．また，台湾とマレーシアの使用済み 2輪車のリサイクル産業の調査を行った． 
2020 年度は前年度の現地調査結果の整理を行った．同時に日本の 2 輪車のリサイクル市場に
ついても十分な整理はなかったため，それらを含めて日本と台湾の違いを考察した．日本は 4輪
車のほうが圧倒的に多いが，2輪車も相応に廃棄されており，そのうちの大多数が輸出されてい
る．台湾は数量的に日本とあまり変わらないが，輸出に比べて国内処理が多い．その理由として，
台湾において発生量の多さとともに再生資源業者の立地，リサイクル等制度の存在であること
が指摘された．  
 
(3)まとめと課題 
 上記の通り，廃棄構造の発展経路を定量，定性双方の側面から示すことができた．特にリユー
ス市場の発展については，これまで日本についても十分に整理されておらず，それを示すことは
できた点は大きい．また，日本，アメリカのリユース・リサイクル市場の発展経路に関する比較
研究，ハイブリッド車等の抹消登録台数，中古車輸出の割合に関する研究は国内外学会，国際会
議等で報告をした．一方，本研究は自動車を中心に議論を進めてきたが，他の物品については十
分ではない．さらなる一般化のために本研究をベースとし，自動車特有の要素を抽出する必要は
ある．そして，それらを踏まえた学術的位置づけが求められる． 
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